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論 文 内 容 の 要 旨
幼犬の顎骨内に発育中の歯腔を摘出して種々なる環境のもとに保存し, 自家または他の動物の顎骨ある










3 ) 歯乳勤 ま固有の組織構造を失ない, 撤密な結合織によって置き換えられさらに骨様組織が新生し歯
小嚢を貫ぬいて顎骨骨髄と連結する｡














8 ) 永久歯の下方に移再植した歯肱はすみやかに吸収され, 移植床周壁より増殖する骨組織に同化され
るが永久歯の歯髄はほとんど影響をこうむらないのみならず, 実験時に受けた歯面の損傷部も細胞性セメ
ント質の添加によって修復されて正常な機能的校合を営んでいる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
∫
摘出犬歯肱を種々な条件下に同種自家または他家移植を試み, 移再植歯肱および周囲組織の態度を組織
学的に追究 し, エナメル質, 象牙質, 歯乳頭, 歯小嚢, 移植床, 移植歯腔に対する既存乳歯および永久歯
の組織学的変化を精細に観察 し, 多くの注目すべき新知見を得た｡
本論文は学術上有益にして, 医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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